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Ｉ。はじめに

　超・極低出生体重児は特に出生後早期に医療的処置を必要とし、愛着形成上重要な期

間に母子分離を余儀なくされる。

　当院周産母子センターでは、両親の愛着形成促進のためのケアを行っている。児の保

育器収容期間中における、両親の24時間面会フリーオープンスタイルや早期保育参加

などであり、母親の愛着形成の促進に良好な結果を得ている。

　今回、母親の愛着形成には、父親の存在が重要であると実感した症例を経験した。特

に、父親の言動が、母親の愛着に影響を及ぼしていると考えられた２症例を報告する。

ｎ。調査方法

　対象は平成10年２月１日から４月30日の間に当院で、超･極低出生体重児を出生し

た２組の両親である。（表１）

　　　　　　　　　　　　　　表１　　症例の背景

年齢 家族構成 職業 分娩時の状況 児の状況

症例Ａ 父22歳
母22歳

夫婦のみ 父建設業
母主婦

子宮聚管無力症で母体搬送

され、４日後に分娩

妊娠28週　初産婦

1065g　女児　Ap:8点
出生直後より保育器収容し
呼吸管理実施

症例Ｂ 父24歳

母21歳

夫婦のみ 父漁師
母主婦

子宮聚管無力症で母体搬送

され、50日後に分娩

妊娠25週　初産婦

　743g　女児　Ap:8点
出生直後より保育器収容し
呼吸管理実施

　父親の言動分析は、両親と児の初回及び、日令60日以内の面会時における、親のコ

メント、親の行動（接触、声掛け）について、カルテから抽出した。情報不足分は両親

の面会時め回想インタビューより収集した。

Ⅲ。結果

　本症例は、20代前半の若い世代の核家族であり、母親は主婦である。また、初産婦で

あり、他院からの母体搬送の後、当院で早産に至っている。

　症例Ａの両親の言動（表２）について、出生当日の初回面会時、父親は医師の説明に

うなずき、母親に、小さくてかわいそうだったと話している。日令２日日の母親の初回
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面会で、母親は児が小さい

ことを発言し、タッチング

をしている。また、初回面

会以降も小さいことや体重

など児の大きさに関する発

言が続いている。

　日令４日日では、父親が

看護婦にどちらに似ている

かと質問がある。日令37

日日を越える頃より、父親

は｢児が大丈夫だろうか｣

　｢児が健康だろうか｣とい

った質問と、母親のミルク

注入に対する批判や指示な

どの言動が見られ始めてい

る。その後、日令46日日

で自分の小さい頃にそっく

表２　　症例Ａの両親の言動

時期 父親の言動 母親の言動

日毎）

初回面会。医師の説明にうなずく。

手に傷がありタッチングできず。

母親の病室で「小さくて力わ,そうだ

った」と話す。

｢会いたい｣

叶2

　｢飯食べなくて大丈夫ですか？

こんなに動いて大丈夫ですか？j

母親初回面会r小さい‥ｊ

とﾀﾌﾁﾝﾀﾞr/j各iす私すごく

元気で柿jていむ瞥砂)けるぐ

り,iこ暴れていて安心した｣

日令4 ｢どつちに似てると思います？｣

回勅7

「体は健康ですか？Ｊ

r（授乳時間になったから）早く

ミルク入れてやれj

叶4）

｢お前がﾐﾉﾚｸを飛ばすからだよ｣

ﾐﾙｸ注入の臍､誤って児に

ﾐﾉkｸを散らしてしまう。

注入後、児を見てr今日は

不機嫌みたい」

β令嗜5

母親の態度を見て「そんなに急ぐ
な。○○そっとして置いてやれ」

看護婦に祖父母との窓越し

面会を相談.できな,ことを説

明され､納得じていな1,様子。

叶柘 　｢この子、一重瞼だね｣

　｢僕の小さい頃にそっくりだね、

○○｣と児に話掛ける。

　「違うよね」

　Fえ－」と父親を見る

　F私も出臍だったから似

てるんだj

叶47 　「こんなに動き回るものです

か?」

叶躬 　r自分の手原めて、お腹すいた

の?」

りと、児に話し掛けている。父親が自分自身に似ているとの発言に対して、母親は疑問

を投げ掛けながらも、自分自身にも似ていると答えている。母親が児と自分自身が似て

いると発言して以降、母親は、手を砥めるなど児の行動に対しての質問や発言が多くな

っている。尚、父親の面会回数は60日間において51回あった。

　症例Ｂの両親の言動（表

３）について、父親は初回

面会時、症例Ａの父親と同

様に医師の説明を無言で聞

き、タッチングを拒否して

いる。　しかし、日令４日日

ではタッチングを拒否して

も、rほとんど僕に似てい

るみたい」と発言している。

　父親は初回面会以降。

「児が大丈夫だろうか」と

表３　　症例Ｂの両親の言動

時期 父親の言動 母親の言動

叶○
初回面会。医師の説明を聞き、無

言。タッチングは拒否。

「（児に）会いたいです」

とにっこりする。

叶2 振囲M各ねえ｣と喘やこ

叶4
ﾀﾌﾞﾁﾝｸ勧めるがrまだいいです。

ほとんど僕に似ているみたいj

少し暦=たす扮さくで吻dと

名前を峨かぶら外ﾁﾝｸﾞ托

峠10 r大丈夫やろうかj

目今18 ｢少し大きくなづた知をする」

β令Ｓ 「調子はどうですか？」 肺盲まとtZ)くらい?すか?｣

叶a2 ｢俺はいい｣ 靫1た、触ｺﾞておずて」

叶廬）

　｢○○に変わったことない？よく

なっていますか？｣

　｢猿みたい。おれみたい｣

叶43

仕事のため来院せず。r今日も変ｂ

つだこと仙で勁きと哨駄剪裁

　r鼻が特にお父さんに似

てるj

時54 仕事のため来院せず。 rﾛに矛を降っでりくっですご1,1
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いった健康状態に関する質問が多く見られている。日令32日日では、母親が児へのタ

ッチングを勧めているが断り、それ以降、看護婦がタッチングを勧めても断っている。

　日令40日日で、父親は児の目が自分に似ているという具体的発言をし、この後母親

はさらに、父親に鼻が似ていると、児と父親との類似点を追加する発言をしている。そ

して、母親は症例Ａと同様、児が誰かに似ているかを発言した後、児の行動への質問が

見られている。

　尚、父親の面会回数は60日間において９回であった。

Ⅳ。考察

　以上の２症例の結果から、注目すべき共通点及び相違点は次の通りである。

　共通点の第１点は、父親は初回面会以降、『児が大丈夫だろうか』といった、児の健康

状態に関心があることである。竹内らも「父親はできるだけ客観的に事態を把握し、母

親へ児の情報を伝達しようとする意識もある」と報告している1）。また、２症例とも母

体搬送された症例であり、父親は医師より児の生命予後の保障がないことを説明されて

いるため、その予後に不安があると考えられた。

　第２点は、母親が早期から児の体重に関心が集中しているが、日令40日日を越える

と『児が大丈夫だろうか』といった、児の健康状態に関心を示しはじめていることであ

る。児の体重増減への関心は、分娩後、父親からの第一報が、小さいことに関連してい

ること、また、児の健康状態に関心が向けられている事は、日数を経て、児の予後及び

母親が低出生体重児を出産したという、危機的状況を回避していることだと考える。

　第３点は、父親が自分に似ているという発言である。２症例とも児が呼吸管理中での

発言で、父親が児と自分自身の共通点、類似点を探索、発見しようとする行動が認めら

れた。母親も同様の発言をするが、それは日令40日日を越えてからである。これを契

機に母親は、児の行動に関する質問、観察などの発言が生じている。

　以上の共通する３点は、父親が発言した内容が後で母親にも見られており、その逆も

あることである。つまり、父親の言動及び母親の言動は、互いに影響し合っていること

だと考えられた。

　次に相違点は次の通りである。

　第１点は、２症例の母親ともに児が『手を砥める』ことは発見できているが、症例Ａ

ではそれを見て、「お腹すいたの？」と児に話し掛けている。これは、児が手を紙めると

いう行動を母親が、児の空腹と解釈していることである。しかし、症例Ｂは、児の行動

を「すごい」といった母親の感動でしかとらえていない。
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いう行動を母親が、児の空腹と解釈していることである。しかし、症例Ｂは、児の行動

を「すごい」といった母親の感動でしかとらえていない。

　第２点は、症例Ａの父親は「一重瞼だね」と発言し、母親が「違うよね」と否定する

と、「俺の小さい頃にそっくりだね、○○」と、児に話し掛けていることである。これは、

父子間、母子間、両親間の一方的な会話でなく、児の代弁をすることで両親と児の３者

の会話が成立していると考えられる。一方、症例Ｂの父親は、日令60日日を越えても

まだ児に触れることも話し掛けもできていない。加えて面会回数は、症例Ａが51回、

症例Ｂが９回であった。

　これらの相違点は、２症例の母親は共に、児の行動を観察することはできているが、

その意味を解釈できるかどうかである。また、愛着形成に母子相互作用が必要な要素で

あれば、症例Ａは３者間の会話を通して、相互作用が発展していると言えよう。

　今回２症例を通して、父親と母親の言動を分析した結果、母親の愛着形成の要因とし

て、父親と児の接触、面会回数が父親自身の行動評価となり得るのではないかという示

唆を得た。父親の言動規制するものについての要因を探るには至らなかったが、言動を

シグナルとして、愛着形成に重要なデーター収集をしていく必要がある。

Ｖ。おわりに

　今後は、児とその両親の愛着を促進させる要因として、父親の背景、両親が児と自分

との類似点を探索、確認する言動、児の健康状態に関する言動、児の行動をシグナル行

動として受け取っているかどうかの有無をデーターベースヘ追加していきたいと思う。
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